
広島大学病院 臨床検査研修会（第2回）
臨床検査室の将来を考える

現在，新型コロナウイルス感染症が5類に移行し日常の生活が戻りつつあります。今回の新興感染
症から，臨床検査室として学ぶべきことも多くありました。しかしコロナ禍以前より存在してい
る医療を取り巻く環境に大きな変化はありません。そのため「医療の機能分化・連携」や「働き
方改革」などは待ったなしで進んで行きます。
その中で臨床検査室として共通の大きな課題に「人材の育成」が挙げられます，そしてこの育成
には「指導者」の育成も含まれています。本研修会は「人材の育成」と「指導者の育成」という
テーマを取り上げ，私たち臨床検査室の将来について考えてみたいと思います。
ぜひ日々従事している分野以外を含めて，臨床検査全体として知見を広めて頂ければ幸甚です。

第2回：生理検査分野

座 長：梶原 享子 広島大学病院 臨床検査部門
  山﨑 真一 広島大学病院 診療支援部

【講演1】13:00-13:40
臨床検査室を取り巻く環境の変化
講 師：山﨑 真一 先生 広島大学病院 診療支援部長

【講演2】13:50-14:20
臨床検査室の人材育成 ＝生理検査分野＝
講 師：浅野 清司先生  広島赤十字・原爆病院 検査部副技師長

【特別講演】14:30-15:30
臨床検査室の指導者人材育成 ＝超音波検査を中心に＝
講 師：白石 周一先生 東海大学医学部付属八王子病院 臨床検査技術科 科長補佐

日 時：2024年8月3日（土）13:00～15:30（受付12時45分～）
場 所：広島大学病院（霞キャンパス 凌雲棟4階 講義室２）
申 込：先着50名（下記QRコードもしくはアドレスより申込み下さい）
参加費：無料

←凌雲棟

https://forms.gle/EGYDMCyMvMQ9L7Bd7


